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一般社団法人 情報通信ネットワーク産業協会       

2025年9月10日 

 

2025年度第1四半期(4-6月) 通信機械生産･輸出入概況 
 

Ａ．国内市場動向（生産動態統計と貿易統計からCIAJにて纏め）            

（１）機種別の詳細動向（参照：図表A） 

機種別の2025年度第1四半期の実績は以下の通りです。スマートフォン輸入の牽引と、一部

のネットワーク関連機器で生産が回復し、前年同期比で増加しました。 

 

① 端末機器：               6,028億円（前年同期比19.2％増） 

② ネットワーク関連機器：   2,676億円（前年同期比 1.4％減） 

生産動態統計と貿易統計から「国内市場規模＝国内生産金額－輸出金額＋輸入金額」として

国内市場規模を算出しています（海外メーカーの輸入額も含みます）。 

 
    図表 A   国内市場規模の推移（機種別、四半期別） 
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Ｂ．国内生産動向（経済産業省「生産動態統計調査」からCIAJにて纏め）        

（１）機種別の詳細動向（参照：図表B） 

機種別の2025年度第1四半期の実績は以下の通りです。 

① 有線端末機器 131億円（前年同期比2.9％増） 

内訳は、電話機2億円（同比6.0％減）、ボタン電話装置29億円（同比2.8%減）、インター

ホン100億円（同比4.9％増）となりました。ボタン電話装置はクラウドへの移行や小型化

が進み、減少しました。インターホンは新機能やセキュリティ対策の需要を取り込み、増加

しました。 

② 移動体端末機器 155億円（前年同期比7.2％減） 

内訳は、陸上移動通信装置（携帯電話含む）126億円（同比9.6％減）、海上・航空移動通

信装置29億円（同比5.0％増）となりました。海上・航空移動通信装置は単価上昇により増

加しましたが、携帯電話の国内メーカーの需要低迷により、全体では減少しました。 

③ 有線ネットワーク関連機器 260億円（前年同期比4.3％増） 

内訳は、交換機20億円（同比19.0％減）、搬送装置240億円（同比6.8％増）となりまし

た。搬送装置（デジタル伝送装置含む）は国内キャリアの投資に回復傾向が見られ、増加し

ました。 

④ 無線ネットワーク関連機器 74億円（前年同期比1.5％増） 

内訳は、固定通信装置32億円（同比7.0％増）、基地局通信装置42億円（同比2.5％減。ただ

し、数量増加）。固定通信装置は防災対策・災害復旧需要が堅調に推移し、増加しました。 

⑤ ネットワーク接続機器 62億円（前年同期比35.3％増） 

クラウドシフトへのニーズ加速や、旺盛なデータセンター需要により、民需向けLANスイ

ッチを中心に増加しました。 

⑥ 有線部品（有線機器用リレー、中継器用など）62億円（前年同期比2.9％減） 

有線部品の国内生産は減少しました。 
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    図表B  生産総額の推移（機種別、四半期別） 
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Ｃ．輸出動向（財務省「貿易統計」からCIAJにて纏め）                

（１）機種別の詳細動向（参照：図表C-1, 2） 

機種別の2025年度第1四半期の実績は以下の通りです。 

① 電話機及び端末機器 23億円（前年同期比42.6％減） 

内訳は、携帯電話13億円（同比57.2％減）、コードレスホン1億円（同比17.7％減）、その

他9億円（同比6.7％増）となりました。 

② ネットワーク関連機器 372億円（前年同期比3.2％減） 

内訳は、基地局15億円（同比367.3％増）、データ通信機器349億円（同比6.5％減）、その

他ネットワーク関連機器8億円（同比0.8％増）となりました。基地局は海外向けキャリアの

投資回復を主因として、増加しました。 

③ 部品（有線系・無線系の合計）217億円（前年同期比29.7％減） 

内訳は、アンテナ5億円（同比3.8％増）、その他の部品211億円（同比30.3％減）となりま

した。多くの割合を占めるその他の部品は北米・中南米向けが伸長しました。 

 

    図表C-1  輸出総額の推移（機種別、四半期別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）地域別の詳細動向（参照：図表C-2） 

地域別の2025年度第1四半期の実績は、アジア向け275億円（前年同期比21.8％減）、うち

中国向け92億円（同比21.8％増）。北米向け207億円（同比16.4％減）、うち米国は200億円

（同比16.3％減）。欧州向け98億円（同20.2％増）、うちEUは75億円（同比14.3％増）とな

りました。アジア、北米向けが落ち込んだ一方で、欧州向けは基地局やデータ通信機器を中心

に増加しました。 

 

（３）地域別構成比 

1位：アジア   45.0％（前年同期比   －3.1％） 

2位：北米     33.8％（  同     ＋0.04％） 

3位：欧州     16.1％（  同      ＋4.9％） 
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その他地域    5.1％（  同      －1.9％） 

 

    図表C-2  輸出総額の推移（地域別、四半期別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ．輸入動向（財務省「貿易統計」からCIAJにて纏め）                

（１）機種別の詳細動向（参照：図表D-1, 2） 

機種別の2025年度第1四半期の実績は以下の通りです。 

① 電話機及び端末機器 5,764億円（前年同期比20.1％増） 

内訳は、携帯電話5,738億円（同比20.3％増）、コードレスホン11億円（同比15.6％増）、

その他715億円（同比24.0％減）となりました。国内市場規模を支える携帯電話（スマート

フォン）の輸入が大幅に増加しました。 

② ネットワーク関連機器 2,653億円（同比2.9％減） 

内訳は、基地局62億円（同比6.5％増）、データ通信機器2,510億円（同比3.7％減）、その

他ネットワーク関連機器81億円（同比21.4％増）となりました。データ通信機器のうち、

スイッチング機器及びルーティング機器1,163億円（同比6.8％増）、その他のデータ通信機

器（伝送装置、通信装置、変復調装置等）1,347億円（同比11.2％減）となりました。デー

タ通信機器はアジア（中国）からの輸入減が主要因ですが、北米・欧州をはじめ今期もボリ

ュームゾーンとして安定（数量は増加）しています。 

③ 部品（有線機器と無線機器用部品の合計）293億円（同比17.6％減） 

内訳は、アンテナ32億円（同比7.3％増）、その他の部品261億円（同比19.8％減）となり

ました。欧州からの部品が大幅に増加した一方で、アジア（中国）、北米が落ち込んだた

め、全体では減少しました。 
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    図表D-1  輸入総額の推移（機種別、四半期別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）地域別の詳細動向（参照：図表D-2） 

地域別の2025年度第1四半期の実績では、アジアから8,118億円（前年同期比10.4％増）、

うち中国は6,273億円（同比18.9％増）。欧州から205億円（同比34.1％増）、うちEUは184

億円（同比28.7％増）。北米から245億円（同比4.4％増）、うち米国は234億円（同比2.7％

増）となりました。今期も国内のスマートフォン需要を支えるアジアからの輸入が大幅に増加

しました。 

 

（３）地域別構成比 

1 位：アジア   93.2％（前年同期比   ＋0.2％） 

2 位：北米      2.8％（  同      －0.2％） 

3 位：欧州      2.4％（  同      ＋0.4％） 

その他地域     1.6％（  同      －0.5％） 
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    図表D-2  輸入総額の推移（地域別、四半期別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｅ．受注･出荷動向（CIAJ受注･出荷統計より）                    

（１）2025年度第1四半期の実績 

CIAJ会員の国内メーカーによる受注・出荷の実績は2,495億円で、前年同期比1.3％増とな

りました。このうち、国内出荷は1,974億円の同比4.5％増、輸出は520億円の同比9.5％減とな

りました。 

国内出荷では、有線端末機器、有線ネットワーク関連機器などが減少しましたが、無線ネッ

トワーク関連機器の固定通信装置の官庁向け需要が大幅増となり、全体では前年同期比で増加

しました。輸出はファクリミリ、基地局通信装置、その他ネットワーク関連機器（ルーター、

LANスイッチ）が増加しましたが、デジタル伝送装置、固定通信装置が減少したため、全体

では前年同期比で減少しました。 

※CIAJ受注・出荷統計 ＝ CIAJ会員の国内メーカーの受注・出荷額 

                  （ ＝ 国内出荷額＋輸出額  ＝ 国内生産額＋海外生産した輸入額 ） 

 

（２）機種別動向 

国内出荷と輸出を合わせた機種別の2025年度第1四半期の実績は以下の通りです。 

① 有線端末機器 1,038億円（前年同期比2.7％減） 

インターホンは新機能需要により増加しましたが、ファクシミリ（複合機を含む）が国内で

単価下落があったことから、有線端末機器全体では同比で減少しました。 

② 移動体端末機器 496億円（同比3.1％減） 

携帯電話は高価格帯モデルの割合が多く大幅減には至りませんでしたが、国内メーカーは海

外メーカーに苦戦を強いられており、移動体端末機器全体では同比で減少しました。 

③ 有線ネットワーク関連機器 365億円（同比35.9％減） 

構内交換機、ボタン電話装置は官庁および民需向け買い替え需要により増加しましたが、デ

ジタル伝送装置はキャリアの投資抑制、光アクセス機器は現行サービス向け需要の一巡によ

り減少したため、有線ネットワーク関連機器全体では同比で減少しました。 

④ 無線ネットワーク関連機器 474億円（同比113.3％増） 

固定通信装置は防災対策や災害復旧の用途による大幅な需要増と、基地局通信装置は民需全
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体（電気通信事業者、その他）で需要が回復しつつあり、無線ネットワーク関連機器全体で

は同比で増加しました。 

⑤ その他ネットワーク関連機器 114億円（同比29.7％増） 

クラウドシフトへのニーズ加速や、旺盛なデータセンター需要により、民需向けLANスイ

ッチを中心に増加しました。そのため、その他ネットワーク関連機器全体では同比で増加し

ました。 

⑥ 通信機器用部品 8億円（同比19.2％増） 

 


